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配布に関する注記 

本資料は一般的な教育目的のために作成されたものです。Absolute	Reductionism	の	
 背景と方向性を説明しますが、保護対象である方程式、導出、実装アーキテクチャ、	

または制限されたランタイム・ロジックは開示しません。	
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要旨 

Absolute	Reductionism（AR）は、「持続性」の研究を目的として作られた発展中のフレームワークで

す。ここでいう持続性とは、特定の構造、エラー、パターン、または条件が、本来なら解決、安定化、

または消失しているように見える後にも継続する傾向を指します。このフレームワークは、長期にわ

たる実証的観察から生まれ、基盤アーキテクチャへと整理され、その後	Transformative	Mathematics	と
呼ばれる形式的な橋渡しを通じて表現されました。そのオペレーション・シーケンスは、ARIS、すな

わち	Absolute	Reduction	Integration	Sequence	と呼ばれます。	

本資料は、その発展過程を高いレベルから説明するものです。AR	とは何か、なぜ持続性が中心的な対

象なのか、そして	AR	が従来の記述的モデルとどのように異なるのかを明確にすることを目的としてい

ます。保護対象である技術システムはここでは開示されません。方程式の詳細、導出、内部ルーティ

ング規則、実装手順、および制限されたプロジェクト資料は、意図的に省略されています。	

1.	はじめに 

Absolute	Reductionism	は、抽象的に新しい理論を発明しようとして始まったものではありません。出

発点は、繰り返される観察でした。数学、計算、物理学に隣接する推論、そして複雑系の分析におい

て、ある問いが何度も戻ってきました。なぜ、解決しているように見える条件が、なお残り続けるの

か。	

従来の環境では、これは残留エラー、ドリフト、不安定性、再発、不完全な修正、または通常の介入

後にも再形成されるパターンとして現れることがあります。AR	は、この反復する事実を小さな不都合

としてではなく、直接研究すべき対象として扱うところから発展しました。	

中心的な命題は単純です。持続性そのものは検討できる、ということです。標準的な数学は挙動を記

述できます。工学はエラーを低減できます。科学的モデリングはシステム状態を測定し予測できます。

それでもなお、通常の分析が仕事を終えた後にも何かが保持され続ける問題群が残ります。AR	は、そ

の継続する条件に構造があるのか、それを特定できるのか、そしてそれを変換する形式的方法を構築

できるのかを問います。	

2.	中心対象としての持続性 

通常の言葉で言えば、持続性とは、構造、状態、エラー、パターン、または条件がアクティブな状態

のまま継続することを意味します。数学では、それは残留エラーとして見えることがあります。シミ

ュレーションでは、ドリフトとして見えることがあります。工学では、再発する不安定性として現れ

ることがあります。複雑系では、破壊された後に自己修復するパターン、または修正後に戻ってくる

パターンとして現れることがあります。	

AR	は、持続性を偶発的なものではなく、構造化されたものとして扱います。これは	AR	の主要な区別

点の一つです。すべての残留を近似の限界として片づけるのではなく、AR	は別の問いから始めます。

この条件の継続を支えているものは何か。	

この視点の転換は、数学の役割を変えます。記述的モデルは、ある条件が存在している間にシステム

がどのように振る舞うかを示すことができます。AR	が関心を向けるのは、その条件を支えている構造

と、形式的な解決の可能性です。その意味で、持続性は	AR	における副次的な問題ではありません。研

究の中心対象です。	
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3.	Absolute	Reductionism	の発展 

AR	の発展は、一つのシーケンスとして説明できます。最初にあったのは、長期にわたる実証的観察で

した。このプロジェクトは、異なる領域における未解決の条件を何十年にもわたって検討し、なぜ特

定のパターンが修正、分析、または明確化の後にも続くのかを問い続けることで発展しました。	

第二に、それらの観察は基盤アーキテクチャへと整理されました。このアーキテクチャは、ここでは

技術的な証明体系や実装マニュアルとして提示されるものではありません。むしろ、観察を組織化し、

後の形式化を可能にした概念層として理解するのが適切です。	

第三に、橋渡しが必要でした。基盤アーキテクチャだけでは、まだ科学的方法ではありません。AR	が
数学、工学、計算、応用分析で使用可能になるためには、単なる記述ではなく変換を表現できる形式

言語が必要でした。この橋渡しが	Transformative	Mathematics	となりました。	

第四に、その形式的な作業は、保護対象の方程式体系へとつながりました。その体系の目的は、持続

性の研究を運用可能にすることです。詳細は機密のままですが、その一般的な役割は明確に述べるこ

とができます。すなわち、持続する条件を特定し、処理し、検証し、解釈するための形式構造を提供

することです。	

第五に、その体系の運用上の適用は、ARIS、すなわち	Absolute	Reduction	Integration	Sequence	へとつ

ながりました。ARIS	は、AR	の原理を制御された再現可能な方法で適用するために組織化されたランタ

イム・シーケンスです。	

4.	基盤アーキテクチャ 

AR	は、まず方程式から始まり、それを支える哲学を後から探したわけではありません。観察から始ま

り、次にアーキテクチャへ進み、その後に形式数学へ進みました。この順序は重要です。なぜなら、

この数学は無関係なデータにモデルを押しつけるためではなく、観察された構造を表現するために作

られたからです。	

AR	の基盤アーキテクチャは、持続性がどのように発生し、継続し、変化し、解決するかという条件に

関係しています。それは、継続そのものについて規律ある方法で考えるためのフレームワークを与え

ます。つまり、何が持続しているかだけでなく、なぜそれがその場に残っているのか、そしてその持

続が支えられなくなるためには何が必要なのかを問うものです。	

一般読者にとって重要なのは、このアーキテクチャの保護対象である内部構造ではありません。重要

なのは、AR	が単なる比喩ではないということです。AR	は、観察からアーキテクチャへ、そして形式的

方法へと進む、構造化されたフレームワークとして発展しています。	

5.	Transformative	Mathematics 
Transformative	Mathematics	は、AR	の内部における形式的な橋渡しです。従来の数学は多くの場合、

記述的です。軌道をモデル化し、関係を測定し、解を近似し、状態を予測します。Transformative	
Mathematics	は別の役割を提案します。それは、持続性を支える条件に取り組むことを目的としていま

す。	

「transformative	（変容的）」という語が使われるのは、目的が、持続する条件が現れた後にそれに名

前をつけることだけではないからです。目的は、その条件を特定し、その型を区別し、適切な解決経

路を適用できる形式的方法を作ることです。	
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現段階で最も規律ある外部向けの表現は、Transformative	Mathematics	が新しい数学的役割を提案して

いる、というものです。それは、通常のモデリングが限界に達した後に残る副産物としてではなく、

持続する構造を形式的な分析と変換の第一対象として扱います。	

6.	ARIS：オペレーション・シーケンス 

ARIS	は	Absolute	Reduction	Integration	Sequence	の略称です。これは	AR	が適用されるオペレーショ

ン・シーケンスです。AR	はより広いフレームワークであり、ARIS	は、問題がどのように準備され、検

討され、処理され、確認され、使用可能な出力に変換されるかを組織化する統制されたプロセスです。	

高いレベルで言えば、ARIS	は構造化された問題を受け取り、関連する持続性の条件を特定し、適切な

形式プロセスを適用し、結果を検証し、人間または技術システムが解釈できる出力を生成します。こ

の説明は意図的に一般的なものです。内部ルーティング、方程式ロジック、または保護対象の実装ア

ーキテクチャは開示しません。	

このランタイム・シーケンスが重要なのは、AR	を説明的なフレームワークから実行可能な規律へ移行

させるからです。自らの適用を組織化できない理論は、概念のままにとどまります。ARIS	は、このフ

レームワークを再現可能で、監査可能で、応用文脈において有用なものにするために存在します。	

7.	AR	と従来の記述的モデルの違い 

AR	と従来の記述的モデルの違いは、直接的に述べることができます。従来のモデルは、多くの場合、

システムがどのように振る舞うかを示します。AR	は、予想される解決を超えて条件が継続する場合、

何がそれを支えているのかを問います。	

これは、確立された科学を否定することを必要としません。より正確に言えば、AR	は分析の追加層を

提案します。従来のモデリングで機能しているものを保持しながら、持続性、残留構造、解決条件を

より深く扱うことを目指します。	

この区別は、コミュニケーション上重要です。AR	は、置き換えを主張するスローガンとして理解する

のが最適ではありません。むしろ、科学、数学、計算、技術の領域に繰り返し現れる一群の問題、す

なわち通常の修正だけでは十分でないときに残される問題のための、発展中のフレームワークとして

理解するのが適切です。	

8.	科学的・技術的関連性 

AR	の検証が進み続けるなら、その関連性は広範囲に及ぶ可能性があります。扱いにくい残留構造に直

面するあらゆる分野が、候補領域になり得ます。これには、高度な計算、シミュレーションの信頼性、

システム安定性、信号分析、エラー修正、モデル検証、複雑な技術ワークフローが含まれます。	

最も明確な近未来の関連性は、修正にもかかわらずエラーや不安定性が再発するシステムにあります。

このような場合、AR	はより精密な問いを立てる方法を提供します。その再発は単なる表面上のエラー

なのか、それともまだ特定されていない、より深い支えとなる構造があるのか。	

主張は規律あるものでなければなりません。本資料は、AR	を現在の科学に対する完成済みの代替物と

して提示するものではありません。AR	を、実証的観察、基盤アーキテクチャ、Transformative	
Mathematics、保護対象の形式的方法、そして適用と検証のためのオペレーション・シーケンスとして

の	ARIS	という、一貫した系譜を持つ発展中のフレームワークとして提示するものです。	
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9.	本資料の範囲 

本資料は意図的に限定されています。保護対象の導出、方程式の内容、内部ランタイム・ロジック、

詳細な実装手順、機密プロジェクト資料、または保護対象システムを再構成するのに十分な技術仕様

は開示しません。	

目的は教育です。AR	の発展経路を説明し、なぜ持続性が中心なのか、なぜ	Transformative	
Mathematics	が作られたのか、そしてなぜ	ARIS	がオペレーション・シーケンスとして必要なのかを、

読者が明確に理解できるようにすることです。	

この境界は重要です。Althea	Project	は、検証、実装、投資審査、将来の製品開発に必要な技術資料を

保護しながら、AR	の目的と方向性を伝えることができます。	

10.	結論 

Absolute	Reductionism	は、少なくとも、持続性についてより基盤的な科学を構築しようとする試みと

して理解できます。その発展経路は一貫しています。反復される観察が基盤アーキテクチャにつなが

り、そのアーキテクチャは形式的な橋渡しを必要とし、Transformative	Mathematics	がその橋渡しとな

り、ARIS	がそのフレームワークを適用するためのオペレーション・シーケンスとして生まれました。	

AR	が最終的に新しい数学的層として受け入れられるのか、科学的方法の基盤的拡張として受け入れら

れるのか、またはより広い領域横断型のフレームワークとして受け入れられるのかは、継続的な検証

と規律ある提示にかかっています。現時点で明確に述べられることは、AR	が単なる別の記述理論では

ないということです。AR	は、持続性の特定、分類、変換、解決を形式化しようとする試みです。	

用語集 

Absolute	Reductionism（AR）／絶対還元主義：	持続性を特定し、分類し、変換し、解決するために

発展中のフレームワーク。	

持続性（Persistence）：	構造、状態、パターン、エラー、または条件が、その支えとなる条件が完全

には解決されていないためにアクティブな状態のまま残り続けること。	

基盤アーキテクチャ（Foundational	Architecture）：	長期的な観察から発展し、形式数学への道を準

備した	AR	の組織化層。	

Transformative	Mathematics／変容的数学：	AR	の内部における形式的な橋渡しであり、持続する構

造を単なる記述ではなく形式的変換の対象として扱うもの。	

保護対象の形式的方法（Protected	Formal	Methods）：	AR	の発展を支えるが、本資料では開示され

ない機密の技術資料、方程式、導出、および実装手順。	

ARIS／Absolute	Reduction	Integration	Sequence／絶対還元統合シーケンス：	AR	を制御され、再現

可能で、検証可能な形で適用するオペレーション・シーケンス。	

検証（Verification）：	ARIS	の結果が、解釈または使用される前に、意図された解決条件に到達して

いることを確認するプロセス。	


